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片爪 ア ンカ ーの挙 動 の研 究(その2)
BehaviorsofAnchorwlthaSlngleFixedFluke(2ndReport)
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1.は じ め に

一時的であれ恒久的であれ.いわゆる船ではなくて海

上に係留せねばならないものは多い.たとえば.作業台

船 ･海底石油試掘 リグ ･燈浮標 ･ブイ t定置細や浮き生

筆などの漁業用諸設備 ･浮き消波装置など大小いろいろ

とある.前報 1)にも述べたとおり,これらを係留するた

めのアンカーとしては.いわゆる舶用ストックレス･アン

カーは不適当であり,より効率の良い片爪アンカーが用

いられることが望まれる.前報では最大把駐力と完全安

定性に重点を置いた片爪アンカー (ARSSingleFluke

Anchorと呼んでおく)について述べたが.今回はアン

カーが斜め上方より引かれた場合にも十分な効果の発揮

できるアンカーについて検討する.小型船や漁具の係留

あるいはホ-サーやワイヤーを用いて係留する場合には,

図1に示すようにスコープ角が 300程度になる場合 もあ

り,斜め上方から引かれたときのアンカーの特性は重要

であり.また,シンカーと共用 したときのアンカー ･シ

ンカー系の設計思想を良 く検討する必要がある.

なお,ここではスコープ角 αを索長 L と水深 hと

で定義される

sina-k/L

とし,アンカー ･シャック ルに索鎖類より作用する力の

方向は P で表 して区別する･ただし,索にアンカーを直

接結べば α-β である･

2.最大把駐力特性

まず】解りやすくするため.アンカーを直接索で結ぶ

図 1 ShortScopeMooring
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場合を想定する.

ShortScopeすなわち大角度で斜め上方より引かれて

も十分に大きな把駐力が得 られるアンカーを設計するに

は,把駐力の鉛直成分を発生させるメカニズムを検討せ

ねばならない.貫入初期にアンカーの後方が押 し下げら

れるような力を発生させ,ShortScopeであっても深い

貫入量が達成できれば,爪面上の海底土のかぶり量が増

大し,鉛直方向の抵抗が大きくなる.これを実現するた

めに.
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